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　　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成　１９年　５月　２３日（水）

　　　　　　　　　　　　　　　　司会者　清川　真澄　　　　　　　　記録者　　福田　恵子
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 出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。

＜連絡事項＞

· 南山苑で通所施設の鍵の紛失がありました。スタッフ負担で鍵の交換となります。（76万）かかります。病院の場合は500万円以上かかります。鍵の管理を徹底するとともに、鍵を返す際は、他のスタッフにも確認の声掛けをしていきましょう。

· 注射薬について、実施する場合は、処方箋の内容を複数のスタッフで確認していきましょう。

· ６月３日に青森県知事員選挙があります。期日前投票を推奨支援するため、不在者投票のマイクロバスを運行しますので、八戸市在住の有権者職員は必ず選挙権を行使してください。日程は5/31木・6/1金・6/2土の３日間です。

· 相談窓口のご案内のお知らせをＡユニット側の玄関とカウンターに表示してあります。患者様や御家族の方に尋ねられた時は、下平ＳＷに連絡してください。

＜患者様施設検討＞

· 橋本　万　様～南山苑に申し込みしています。１ヶ月位で入所の予定となっています。

· 櫛桁　武男様～南寿の里に申し込みをしています。

· 浅水　トヨ様～御家族が南山苑を希望しているので、その方向ですすめていく予定です。

· 板垣　富蔵様～施設入所について、御家族と連絡をとっていく方向で検討しています。

· 永洞　恭子様～施設入所について、御家族と連絡をとっていく方向で検討しています。

＜患者様連絡事項＞

・水梨　正一様～急変の際は5/24木までは、田名部Ｄｒへ連絡して下さい。昨日より、経管栄養と内服薬が中止となって、点滴に変更しています。

・小山　正好様～さし歯が欠損しています。明日、腹部の写真を撮影する予定になっています。排便時にも、さし歯がないか注意して観察してください。今後、御家族が来院時、歯科受診を希望するか確認していくことになっています。

　　　　　　　　口腔内の歯のチェックを毎日、14時にしていきましょう。

・山内　公博様～本日皮膚科受診し、症状が改善傾向にあるため、副腎皮質ホルモン　　　　　　　　　　　

剤の内服が本日昼から減量になります。明日、再度皮膚科の受診をして

　　　　　　　　今後の処方を決める予定になっています。

・上田　正男様～本日皮膚科受診し、抗アレルギー剤の処方が、本日夕から継続処方です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・坂本　良雄様～本日皮膚科受診し、抗アレルギー剤の処方が、本日夕から継続処方です。　　　　　　　　　　　　　　　　

　

＜褥瘡状態評価・検討＞
・三浦　一男様～臀部・左腸骨部とも改善傾向です。引き続き、観察していきましょう。

・永洞　恭子様～創部の上皮形成は良好で、軟膏のみ塗布しています。処置時は観察を行ない、創部悪化が見られた場合はラップ保護施行していきましょう。

・竹内　セツ様～創部出血も極少量あり、改善傾向がみられません。先週より、布パンツにして通気性をよくしています。今後も治療を継続しながら、観察していきましょう。

・水梨　正一様～全身状態の悪化がみられます。発赤・表皮剥離している部分が悪化しないよう、創部の保護と体位変換を行いましょう。

・見付　喜久様～創部皮膚改善傾向です。引き続きオムツ交換時に、皮膚状態を観察し　　　　　　

ていきましょう。

・橋本　万様～仙骨部に表皮剥離がみられます。褥瘡対策委員会に申請する予定にして　　　　　

いますが、創部の保護と体位変換を行いましょう。

・松倉　イネ様～踵骨部の壊死状態は変化ありません。創部の保護と観察を継続し　　　　　

ていきましょう。

・北山　和子様～裸足でいるため、ベンチ腫になっている創部の保護ができません。靴下を履かせてみましょう。

・浅水　トヨ様～褥瘡の発生はないが、下肢の浮腫があるため、注意していきましょう。　







